












【目的】 

 小児白血病の治癒率の改善につれて,白血病ないしその治療に関連すると思われる種々

の晩発性障害が報告されてきている。とりわけ,成長ホルモン欠乏性低身長や二次性徴・生

殖の問題,二次性腫瘍が注目されている。今後,これらの点に留意して白血病患児の管理を

行ってゆく必要がある。今回,当科における白血病患児の身長増加について検討し,現状を

報告するとともに,今後の管理方針の改善を図る参考としたい。 


